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そ
し
て
終
戦
を
迎
え
た
後
の
内
地
在
住
部
隊
の
、
外
地

部
隊
以
上
の
心
理
的
な
当
惑
・
混
乱
の
状
況
を
も
語
っ
て

い
る
。航

空
隊
勤
務
衛
生
兵

岩
手
県

高

橋

俊

之

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月
十
二
日
、
本
籍
・
岩

手
県
西
磐
井
郡
花
泉
村
野
田
沖
に
お
い
て
生
ま
れ
る
。

現

役

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
十
二
月
一
日
。

予
備
役

昭
和
二
十
年
十
一
月
三
十
日
。

兵

籍
昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
現
役
兵
と
し
て
第
六
航
空

教
育
隊
第
八
中
隊
に
入
営
。

四
月
十
七
日
、
病
院
付
衛
生
兵
第
一
期
集
合
教
育
ノ

タ
メ
四
月
十
八
日
ヨ
リ
七
月
九
日
マ
デ
第
十
二
航

空
教
育
隊
ニ
分
遣
ヲ
命
ズ
。

四
月
十
八
日
、
第
六
中
隊
ニ
配
属
。

五
月
二
十
九
日
、
第
一
中
隊
ニ
配
属
替
エ
。

七
月
十
日
、
原
隊
復
帰
ヲ
命
ズ
。
同
日
、
仙
台
第
二

陸
軍
病
院
ニ
分
遣
ヲ
命
ズ
。

十
一
月
二
十
四
日
、
衛
生
兵
教
育
終
了
。

十
一
月
二
十
五
日
、
陸
軍
病
院
ニ
復
帰
ヲ
命
ズ
。
同

日
八
戸
到
着

昭
和
二
十
年
六
月
十
日
、
八
戸
陸
軍
病
院
付
ヲ
命
ズ

昭
和
二
十
年
八
月
十
八
日
、
軍
令
陸
甲
第
一
一
六
号

ニ
依
リ
復
員
下
令
。

十
一
月
三
十
日
、
予
備
役
編
入
。

十
二
月
一
日
、
復
員
完
結
。

官
等
級

昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
衛
生
二
等
兵
。

昭
和
十
八
年
十
月
十
日
、
衛
生
一
等
兵
。

昭
和
十
九
年
四
月
十
日
、
衛
生
上
等
兵
。

昭
和
二
十
年
六
月
十
日
、
衛
生
伍
長
。

賞

典
昭
和
十
八
年
十
月
十
一
日
、
兵
精
勤
章
付
与
。

昭
和
十
九
年
五
月
二
十
四
日
、
兵
精
勤
章
付
与
。
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昭
和
十
九
年
十
月
十
五
日
、
兵
精
勤
章
付
与
。

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
、
兵
精
勤
章
付
与
。

以
上
は
兵
籍
簿
よ
り
転
記

前
記
の
ご
と
く
、
私
は
内
地
任
務
の
衛
生
兵
で
あ
る

が
、
戦
中
は
陸
軍
病
院
に
て
実
務
に
勤
務
し
た
。
終
戦
後

も
病
院
に
残
り
残
務
に
勤
務
し
、
最
後
は
、
厚
生
省
属
と

な
り
、
よ
う
や
く
復
員
、
我
が
家
に
帰
還
し
た
。
そ
の
よ

う
な
軍
務
を
体
験
し
た
一
人
で
あ
る
。

内
地
空
襲
下
の
勤
務
等
を
含
め
た
衛
生
兵
勤
務
の
概
要

を
次
の
ご
と
く
記
録
し
て
い
る
。

昭
和
十
八
年
十
一
月
、
衛
生
兵
教
育
終
了
後
、
八
戸
陸

軍
病
院
に
復
帰
、
外
科
病
棟
勤
務
者
と
し
て
実
務
に
就
い

た
の
で
あ
る
が
、
内
地
陸
軍
病
院
勤
務
の
実
態
お
よ
び
空

襲
下
の
状
況
等
を
記
憶
を
辿
っ
て
述
べ
て
み
ま
す
。

初
め
て
重
症
患
者
の
明
番
に
つ
く
。
夜
十
二
時
よ
り
朝

ま
で
の
勤
務
で
あ
っ
た
が
、
〇
時
三
十
五
分
に
患
者
は
死

亡
、
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

勤
務
は
、
薬
室
勤
務
の
古
兵
殿
と
私
の
二
人
で
、
共
に

初
め
て
の
勤
務
の
た
め
、
班
付
の
上
等
兵
殿
に
指
導
を
受

け
る
。

患
者
は
事
前
に
、
原
隊
・
本
籍
・
氏
名
等
を
調
査
し
て

お
く
。
公
報
の
打
電
は
、
局
を
呼
び
出
し
、
第
一
報
は

「
ヤ
マ
イ
オ
モ
シ
」、
第
二
報
は
「
キ
ト
ク
」、
第
三
報
は

「
シ
ス
」
と
の
打
電
要
領
で
あ
っ
た
。

朝
、
同
年
兵
一
同
整
列
、
気
合
入
り
の
指
導
を
受
け

る
。軍

医
と
共
に
診
断
室
勤
務
が
あ
り
、
ま
た
、
手
術
時
に

は
術
者
（
軍
医
）
の
介
者
（
助
手
）
を
勤
め
る
。
ま
た
病

院
長
の
当
番
兵
勤
務
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

七
月
頃
か
、
八
戸
飛
行
場
に
大
空
襲
が
あ
り
、
私
が
不

寝
番
の
朝
で
あ
っ
た
。「
空
襲

」
の
声
で
跳
び
起
き
る
。

ズ
ボ
ン
の
片
側
に
両
足
を
入
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
慌
て
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

飛
行
学
校
の
本
部
は
空
爆
で
姿
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
は
グ
ラ
マ
ン
機
護
衛
の
も
と
の
艦
爆
の
波
状
攻

撃
で
あ
っ
た
。
兵
舎
と
病
棟
間
を
行
き
来
す
る
こ
と
も
で
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き
ぬ
始
末
で
、
食
事
も
取
れ
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
夕
方

ま
で
こ
の
よ
う
な
米
軍
機
の
間
断
の
無
い
攻
撃
が
続
き
ま

し
た
。

翌
日
も
未
明
か
ら
夕
方
ま
で
同
様
の
攻
撃
で
あ
っ
た
。

対
空
陣
地
に
配
置
に
つ
い
て
対
空
応
戦
し
た
が
、
格
納
庫

等
の
屋
根
が
殆
ど
無
く
な
り
、
波
状
攻
撃
の
す
さ
ま
じ
さ

は
、
言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
時
は
一
番
烈
し
い
空
襲
で
あ
り
ま
し
た
。
青
森
等

に
も
Ｂ
29
が
来
た
が
、
不
発
弾
も
多
か
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。
量
的
に
多
く
投
下
す
る
の
だ
か
ら
、
被
害
も
大
き

か
っ
た
の
で
し
た
。
病
院
で
は
書
類
も
被
服
そ
の
他
も
多

く
焼
け
ま
し
た
。

終
戦
と
同
時
に
病
院
の
自
動
車
壕
や
庭
で
、
書
類
そ
の

他
、
兵
隊
は
写
真
を
は
じ
め
手
帳
に
至
る
ま
で
一
切
、
占

領
後
の
対
処
の
た
め
焼
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
戦
後
、

兵
籍
を
証
明
す
る
資
料
が
な
く
苦
労
し
た
人
々
も
い
た
こ

と
は
事
実
で
あ
り
ま
し
た
。

部
隊
等
は
、
数
日
に
し
て
人
影
も
な
く
な
り
、
そ
の
後

は
占
領
し
た
米
兵
が
門
衛
の
交
替
を
し
、
兵
舎
の
囲
り
を

自
動
車
で
廻
り
警
戒
し
た
り
、
動
哨
す
る
な
ど
我
々
は
完

全
に
米
軍
監
視
の
も
と
で
の
生
活
で
し
た
。

病
院
長
も
、
国
立
病
院
に
移
管
に
な
る
の
で
は
と
、
案

じ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
月
頃
か
と

思
う
が
、
突
然
接
収
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
病
院
側
と
し
て
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
命
令
で
あ
り
ま
し

た
。本

院
の
全
患
者
は
八
戸
日
赤
病
院
へ
転
出
す
る
と
の
こ

と
、
私
は
事
務
方
の
石
川
伍
長
と
共
に
日
赤
病
院
に
派
遣

さ
れ
「
退
院
、
転
院
（
復
員
）」
の
手
続
き
を
す
る
た
め
、

旅
館
に
宿
泊
し
て
通
院
し
、
患
者
に
糧
秣
二
十
日
分
を
渡

す
な
ど
し
ま
し
た
。
本
院
（
八
戸
陸
軍
病
院
）
で
は
、
広

瀬
病
院
長
は
じ
め
、
兵
、
看
護
婦
に
至
る
ま
で
全
員
病
院

に
残
さ
れ
、
米
軍
の
監
視
を
う
け
た
。

日
赤
病
院
で
は
医
師
の
応
援
の
も
と
帰
郷
（
復
員
）
ま

た
は
、
国
家
施
設
で
診
断
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
話
し
合

い
、
国
立
療
養
所
等
に
転
院
希
望
を
募
り
ま
し
た
。
病
院

に
は
患
者
が
い
る
の
で
、
二
十
日
後
の
予
定
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
も
予
定
内
に
終
了
し
、
本
院
に
帰
院
し
ま
し
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た
。残

務
整
理
は
、
十
月
末
か
十
一
初
旬
か
、
定
か
で
は
無

い
が
、
引
き
続
き
本
院
に
て
森
軍
医
と
共
々
医
療
器
具
・

衛
生
材
料
等
、
米
軍
へ
引
き
渡
す
た
め
の
英
文
・
和
文
の

リ
ス
ト
の
作
成
を
し
ま
し
た
が
、
相
当
の
努
力
を
も
っ
て

七
日
で
完
了
し
ま
し
た
。

内
容
的
に
は
医
療
器
具
の
場
合
に
は
ゴ
ム
製
付
属
品
や

格
納
箱
に
保
管
し
て
あ
る
も
の
も
あ
っ
て
、
一
緒
に
展
示

で
き
な
い
物
品
も
あ
り
、
こ
れ
を
説
明
、
納
得
さ
せ
る
の

に
苦
労
を
し
ま
し
た
。

米
軍
と
の
対
応
に
つ
い
て
、
接
収
に
つ
い
て
は
、
米
軍

の
確
認
は
厳
し
か
っ
た
。
米
軍
の
係
官
に
見
せ
て
納
得
さ

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
文
書
と
現
品
と
の
説
明
も
あ
り
、
言
語

の
問
題
も
あ
り
苦
労
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

五
戸
分
院
室
の
患
者
等
は
、
本
院
患
者
（
日
赤
）
同

様
、
転
送
ま
た
は
退
院
（
復
員
）
な
ど
そ
の
内
容
は
不
明

で
あ
っ
た
。
ま
た
日
赤
と
同
様
な
処
置
で
あ
っ
た
か
も
定

か
で
は
な
い
。

病
人
に
対
す
る
証
明
書
類
は
、
大
切
に
さ
れ
る
よ
う
指

示
を
お
願
い
し
た
。
と
も
か
く
敗
戦
国
で
あ
ろ
う
が
、
将

来
は
必
ず
国
家
が
面
倒
を
見
る
時
が
あ
る
と
信
じ
、「
要

入
院
」
の
方
は
、
必
ず
加
療
す
る
よ
う
お
願
い
を
す
る
旨

話
を
し
、
退
院
し
ま
し
た
。
患
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
者
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
今
で

も
心
配
し
て
い
ま
す
。

弘
前
の
第
五
十
方
面
軍
へ
の
書
類
納
付
は
、
昭
和
二
十

年
十
一
月
中
旬
に
病
院
長
、
田
中
雇
員
、
高
橋
三
人
で
出

向
し
て
お
願
い
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。
方
面
軍
司
令
部
に

て
、
兄
の
部
隊
の
玉
砕
の
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
（
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
ビ
ア
ク
島
に
て
）。
昭
和
十
九
年
六
月
と
の
こ

と
。
満
州
部
隊
に
打
電
あ
る
と
聞
く
、
間
違
い
な
か
ろ
う

と
の
事
で
し
た
。

私
は
、
十
一
月
二
十
日
、
復
員
下
命
、
厚
生
省
属
を
拝

命
勤
務
す
る
こ
と
に
な
る
。
休
暇
を
願
っ
て
帰
京
、
他
の

勤
務
者
よ
り
遅
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
事
実

上
の
復
員
で
あ
っ
た
。
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